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教育講演1 第1会場　11月16日（日） 11：00～12：00

　ACS治療には、予定検査・治療で行っている技術・知識が集約されている。

　チーム医療が求められるカテ室では、特にコメディカルの関わりが重要となる。

　特に、今年4月に改正された保険償還についてもACSでのDoor To Balloon Timeの短

縮が具体的に明記されることになり、治療に対する速さについても要求されるようになった。

今回ビデオを用い、名古屋ハートセンターにおける夜間ACS症例の入室から退出までの一

連の流れを、tips and trick を踏まえて説明する。 

ACS におけるコメディカルの役割と工夫
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